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山
下
元
利
元
長
官
以
来
三
十
五
年
ぶ
り

第４７普通科連隊広島土砂災害派遣

格闘訓練の見学

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

（
会
長
・
田
中
清
司
氏
）

は
、
九
月
四
日
、
恒
例
の

団
隷
下
部
隊
へ
の
激
励
行

事
を
行
っ
た
。

行
事
に
は
、
会
長
以
下

四
名
が
連
隊
（
連
隊
長
・

押
川
省
三
・
一
陸
佐
）
を

訪
問
し
、
部
隊
の
概
要
の

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

基
幹
隊
員
の
格
闘
訓
練
、

駐
屯
地
史
料
館
を
見
学
し

た
。参

加
者
は
、
四
十
九
連

隊
に
対
し
一
層
の
理
解
を

深
め
、
改
め
て
連
隊
へ
の

協
力
支
援
を
約
束
し
、
連

隊
を
激
励
し
た
。

平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
（
木
）
大
津
駐
屯
地

（
司
令
・
武
政
賢
一
・
一
陸
佐
）
を
防
衛
大
臣
が

視
察
し
た
。

混
成
団
及
び
駐
屯
地
の
状
況
報
告
の
後
、
第
四

陸
曹
教
育
隊
に
よ
る
障
害
走
の
訓
練
展
示
、
大
津

駐
屯
地
広
報
館
を
視
察
し
た
。

大
臣
は
、
駐
屯
地
全
隊
員
に
対
し
「
現
代
の
防

人
と
し
て
強
い
責
任
感
を
持
ち
、
国
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
任
務
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
訓
示
し
た
。

司令による状況報告

小
野
寺
防
衛
大
臣
視
察

安佐南区八木地区での捜索活動（8月21日）

安佐北区三入での捜索活動（8月20日）

安佐南区古川地区での捜索活動（9月10日）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・

齊
藤
肇
夫
・
一
陸
佐
）
は
、
平
成
二
十

六
年
八
月
二
十
日
に
発
生
し
た
広
島
市

の
大
規
模
土
砂
災
害
に
際
し
、
第
十
三

旅
団
隷
下
部
隊
と
な
り
災
害
派
遣
活
動

を
実
施
し
た
。
連
隊
は
、
当
初
、
広
島

市
安
佐
北
区
で
二
十
一
日
か
ら
は
同
市

安
佐
南
区
八
木
地
区
で
警
察
消
防
な
ど

と
連
携
し
て
行
方
不
明
者
捜
索
を
実
施
、

二
十
三
日
で
の
活
動
を
第
十
七
普
通
科

連
隊
（
山
口
）
に
引
き
継
い
だ
。
九
月

十
日
は
、
残
る
行
方
不
明
者
を
捜
索
す

べ
く
地
域
を
広
げ
て
行
わ
れ
た
一
斉
捜

索
に
参
加
し
、
古
川
地
区
担
任
部
隊
と

し
て
活
動
し
た
。
連
隊
の
災
害
派
遣
活

動
は
過
去
三
回
あ
る
が
、
混
成
団
隷
下

と
な
っ
て
は
始
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

広報館の視察

押川連隊長との懇談



か け は し

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第２１号 （２）

広
島
市
内
は
八
月
二
十

日
未
明
、
局
地
的
に
一
時

間
に
一
〇
〇
ミ
リ
を
越
え

る
集
中
豪
雨
と
な
り
安
佐

北
区
と
安
佐
南
区
で
土
砂

崩
れ
や
土
石
流
が
発
生
し

て
多
数
の
住
宅
が
飲
み
込

ま
れ
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

は
、
二
十
日
警
察
と
消
防

と
密
接
な
連
携
を
図
り
、

安
佐
北
区
三
入
地
区
の
捜

索
活
動
を
行
い
終
了
し
た
。

二
十
一
日
の
早
朝
か
ら
は
、

多
数
の
行
方
不
明
者
が
予

想
さ
れ
る
安
佐
南
区
八
木

地
区
の
捜
索
活
動
を
行
い
、

夜
間
作
業
に
お
い
て
も
不

休
不
眠
の
活
動
で
全
力
を

尽
く
し
た
。
九
月
十
日
に

は
安
佐
南
区
古
川
地
区
の

一
斉
捜
索
を
行
い
本
災
害

派
遣
に
お
け
る
任
務
を
完

遂
し
た
。

被災地に向かっての黙祷

徹夜での夜間作業たまった土石の除去

土石流の撤去作業



か け は し（３）第２１号

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

会長等四名が来隊

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
平
成
二
十
六
年
度

技
能
公
募
予
備
自
衛
官
招
集
訓

練
を
第
一
次
（
八
月
一
日
～
五

日
）
及
び
第
二
次
（
九
月
五
日

～
九
日
）
に
わ
た
り
担
任
実
施

し
た
。

訓
練
に
は
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
弁
護
士
、
建
築
士
、

整
備
士
、
通
訳
等
が
参
加
し
、

射
撃
・
救
急
法
等
の
共
通
課
目

の
他
、
他
職
種
部
隊
の
協
力
の

も
と
各
予
備
自
衛
官
の
技
能
区

分
に
応
じ
た
職
務
訓
練
を
主
体

に
実
施
し
た
。
訓
練
参
加
者
は
、

各
自
の
専
門
的
知
識
及
び
技
能

を
作
戦
・
戦
闘
に
お
い
て
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
終
始
積

極
的
に
訓
練
に
励
み
、
練
度
の

維
持
・
向
上
を
図
っ
た
。

九
月
四
日
、
中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
に
よ
る
部
隊
激
励
行
事
が

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

本
激
励
行
事
は
、
混
成
団
隷
下

部
隊
に
対
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
連
隊
は
混
成
団
へ

の
編
入
後
初
め
て
の
激
励
受
け
と

な
っ
た
。
田
中
会
長
以
下
四
名
の

一
行
に
対
し
当
初
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
駐
屯
地
及
び
連
隊

の
概
要
に
つ
い
て
理
解
促
進
を
図

り
、
そ
の
後
訓
練
及
び
駐
屯
地
見

学
の
場
を
設
定
し
た
。
隊
員
は
随

所
で
会
員
か
ら
の
声
掛
け
等
激
励

を
受
け
、
士
気
高
揚
の
大
き
な
一

助
と
な
っ
た
。

本
行
事
で
は
副
団
長
（
佐
藤
一

佐
）
が
随
行
し
、
着
任
後
初
め
て

連
隊
を
視
察
し
た
。

射撃検定

職務訓練（野戦築城）

救急法

職務訓練（車両整備）

連
隊
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
第
一
次
連
隊
射
撃
野
営

（
八
一
ミ
リ
迫
撃
砲
及
び
一
二
〇
ミ
リ
迫
撃
砲
射
撃
、

爆
破
訓
練
等
）
を
行
い
射
撃
練
度
等
の
向
上
を
図
っ

た
。本

野
営
間
、
重
迫
撃
砲
中
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
、

中
隊
長
以
下
五
十
九
名
（
即
応
予
備
自
衛
官
三
十
四

名
を
含
む
。
）
の
隊
員
が
、
課
目
「
陣
地
攻
撃
に
お

け
る
普
通
科
連
隊
内
重
迫
撃
砲
中
隊
の
行
動
（
実
弾

射
撃
を
含
む
。
）
」
に
つ
い
て
受
閲
し
た
。

本
検
閲
が
初
の
試
み
と
な
っ
た
二
個
小
隊
（
四
個

分
隊
）
編
成
及
び
掘
開
陣
地
（
第
四
施
設
団
第
三
〇

四
施
設
中
隊
と
の
協
同
訓
練
）
か
ら
の
射
撃
を
実
施
、

受
閲
部
隊
は
中
隊
長
を
核
心
と
し
全
隊
員
が
一
体
と

な
っ
て
射
撃
任
務
を
完
遂
し
た
。

連
隊
は
、
七
月
二
十
七
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に

お
い
て
第
二
次
連
隊
射
撃
野
営
を
実
施

し
、
各
種
火
器
等
の
射
撃
練
度
向
上
を

図
っ
た
。

連
日
厳
し
い
猛
暑
の
中
で
の
訓
練
と

な
っ
た
が
、
各
種
射
撃
訓
練
を
は
じ
め

各
中
隊
計
画
の
訓
練
も
併
せ
て
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
練
成
の

成
果
を
発
揮
、
所
望
の
成
果
を
収
め
た
。

こ
の
間
、
関
係
地
方
協
力
本
部
と
連
携

し
、
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等

に
対
し
本
招
集
訓
練
を
公
開
し
た
。
今

年
度
は
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
の
三
日

間
を
設
定
し
、
十
府
県
内
か
ら
三
十
七

社
五
十
五
名
が
訓
練
を
見
学
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
「
一
生
懸
命
に
訓
練
に

取
り
組
み
、
普
段
の
職
場
と
は
異
な
る

社
員
の
姿
を
見
て
感
動
し
た
。
」
と
の

感
想
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
二
十
九
日
に
は
混
成
団
長
が

訓
練
を
視
察
し
、
訓
練
状
況
を
確
認
し

た
。



第２１号 か け は し （４）

第
四
陸
曹
教
育
隊

突撃発揮位置への緊迫

陸曹候補生に負けるな！

分隊長による目標地域の確認

第
七
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育

平
成
二
十
六
年
七
月
七
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
、
第
五
～
八
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育
を
実

施
し
た
。

本
年
度
か
ら
中
級
陸
曹
集
合
教
育
を
上
級
陸
曹

教
育
中
隊
（
中
隊
長
・
浦
井
泰
彦
・
三
陸
佐
）
が

担
任
、
約
二
週
間
の
教
育
を
実
施
し
、
そ
の
集
大

成
を
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
場
所
を
移
し
、
総
合
訓

練
と
し
て
「
行
進
に
引
き
続
く
陣
地
攻
撃
」
を
実

施
し
た
。
各
学
生
は
、
整
斉
と
約
三
十
キ
ロ
の
行

進
を
終
え
る
と
、
各
小
隊
ご
と
攻
撃
目
標
に
向
け

前
進
、
職
種
・
特
技
に
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
学
ん

だ
指
揮
能
力
を
発
揮
し
、
目
標
奪
取
ま
で
、
基
礎

動
作
を
確
行
し
行
動
し
た
。

修
了
式
で
は
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
長
（
谷

俊

彦
・
一
陸
佐
）
か
ら
「
俺
を
見
よ
、
俺
に
続
け
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
部
隊
の
真
の
原
動

力
と
な
る
よ
う
に
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
短
い

修
学
期
間
で
あ
っ
た
が
、
各
人
が
中
堅
陸
曹
と
し

て
の
地
位
を
認
識
し
、
日
夜
努
力
し
た
結
果
ま
た

一
歩
、
戦
闘
員
と
し
て
成
長
し
、
各
部
隊
へ
帰
隊

し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
現
地
訓
練

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
九
日
、
第
四
陸
曹
教
育
隊

は
、
戦
史
教
育
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
戦
国
時
代
を
終
息
さ
せ
た
天
下
分
け
目
の

戦
い
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
を
題
材
と
し
て
行
わ
れ
た
。

当
初
、
西
軍
の
前
線
司
令
部
と
な
っ
た
交
通
・
軍
事

上
の
要
衝
、
大
垣
城
を
研
修
、
家
康
の
陣
営
固
め
と
し

て
精
力
的
な
書
状
や
西
軍
諸
将
に
対
す
る
誘
降
作
戦
等

の
積
極
的
な
情
報
戦
を
し
た
当
時
の
状
況
を
研
修
し
、

そ
の
後
、
関
ヶ
原
古
戦
場
に
場
所
を
移
し
、
東
軍
、
黒

田
長
政
の
陣
地
跡
を
次
い
で
、
西
軍
、
石
田
三
成
の
陣

地
跡
等
を
歩
き
、
基
幹
隊
員
の
戦
術
的
思
考
力
の
向
上

の
成
果
を
収
め
修
了
し
た
。

優美な佇まいの大垣城黒田長政陣跡

訓練科長による説明勝因・敗因の意見発表

プ
ロ
意
識
と
感
謝

准
陸
尉

和
田

稔
之

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
付
を
も
っ

て
、
第
四
代
第
四
陸
曹
脅
威
区
隊
最
先

任
上
級
曹
長
を
拝
命
し
ま
し
た
和
田
准

尉
で
す
。

中
部
方
面
隊
唯
一
の
陸
曹
教
育
隊
の

最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
勤
務
す
る
に

当
た
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
今
後
は
教
育

隊
長
の
統
率
方
針
の
下
、
「
プ
ロ
意
識

と
感
謝
」
を
業
務
方
針
と
し
て
職
務
に

専
念
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
に
い
よ
い
よ

「
上
級
曹
長
制
度
」
が
運
用
さ
れ
、
皆

様
か
ら
期
待
さ
れ
る
最
先
任
上
級
曹
長

と
な
る
べ
く
、
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

力
・
必
・
達
（
努
め
れ
ば
必
ず
達
成

で
き
る
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
職
務
に
邁

進
い
た
し
ま
す
。



第２１号 か け は し（５）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長
・
増
田
樹
紀

二
陸
佐
）
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
間
、
六
名
の
企
業
職
員
に
対
す
る
生
活
体
験

支
援
を
担
任
し
た
。

生
活
体
験
で
は
、
基
本
教
練
、
十
キ
ロ
行
進
、

乃
木
資
料
館
見
学
を
実
施
し
た
。
基
本
教
練
で

は
、
「
素
早
く
丁
寧
に
」
と
自
分
た
ち
で
目
標

を
立
て
取
り
組
み
、
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し

て
い
た
。
十
キ
ロ
行
進
で
は
荷
物
の
重
さ
に
苦

戦
し
た
も
の
の
、
全
員
完
歩
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
職
場
や
生
活
の
中
で

活
か
せ
る
も
の
を
見
つ
け
た
よ
う
で
、
初
日
の

顔
つ
き
と
は
違
い
、
充
実
感
い
っ
ぱ
い
の
溌
剌

と
し
た
顔
に
な
っ
て
二
日
間
の
生
活
体
験
を
終

了
し
た
。

１０ｋｍ行進

生
活
体
験

第
一
一
〇
教
育
大
隊

写真

家
族
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
隊
は
九
月
十
八
日
、
転
入
家
族
に
対
す

る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
各

中
隊
か
ら
七
家
族
が
参
加
し
、
大
隊
長
挨
拶

・
総
務
係
長
に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
乃

木
資
料
館
見
学
・
会
食
を
実
施
し
、
部
隊
に

対
す
る
理
解
と
、
家
族
間
の
交
流
を
深
め
た
。

会
食
時
に
は
会
話
も
は
ず
み
、
わ
ず
か
な

時
間
で
あ
っ
た
が
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て

い
た
。

今
後
も
大
隊
は
部
隊
と
家
族
の
交
流
施
策

を
継
続
し
、
部
隊
と
隊
員
・
家
族
間
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

大隊長を囲んで記念写真

予
備
自
衛
官
等
訓
練
開
始訓練開始式において元気よく申告を行う

予備自衛官補

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長
・
猪
股
倫

夫
・
二
陸
佐
）
は
、
七
月
十
四
日
か
ら
平
成

二
十
六
年
度
予
備
自
衛
官
召
集
訓
練(

約
一
八

〇
名
）
及
び
予
備
自
衛
官
補
召
集
教
育
訓
練

（
約
一
，
三
七
〇
名
）
の
担
任
を
開
始
し
た
。

近
年
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

特
に
、
大
学
生
等
若
い
世
代
が
訓
練
等
に
積

極
的
に
参
加
す
る
姿
は
心
強
く
、
国
防
だ
け

で
な
く
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
識
が

感
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
隊
は
、
活
気
に
溢
れ
つ
つ

厳
し
く
も
懇
切
丁
寧
に
愛
情
を
持
っ
て
隊
員

に
接
し
訓
練
を
行
い
、
何
事
に
も
明
る
く
元

気
に
前
向
き
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

戦闘訓練の指導を受ける予備自衛官補 １０Km行進訓練に望む予備自衛官補



第２１号 か け は し （６）

慰霊碑に手を合わす司令

副団長紹介

駐屯地夏祭り

故

土
手

善
夫
一
尉
五
十
回
忌
慰
霊
祭

第１１０教育大隊長紹介

生
年
月
日

昭
和
三
十
六
年
九
月
十
七
日

出
身
地

福
岡
県

主
要
勤
務
地

第
二
十
八
普
通
科
連
隊

（
函

館
）

少
年
工
科
学
校

（
武

山
）

幹
部
学
校

（
目

黒
）

第
一
混
成
群

（
那

覇
）

富
士
学
校

（
富

士
）

米
国
陸
軍
兵
站
管
理
大
学

（
米

国
）

補
給
統
制
本
部

（
十

条
）

西
部
方
面
総
監
部

（
健

軍
）

第
十
四
旅
団
司
令
部

（
善
通
寺
）

善
通
寺
駐
屯
地
業
務
隊
長

（
善
通
寺
）

西
部
方
面
総
監
部

（
健

軍
）

普
通
科
教
導
連
隊
長
兼
ね
て
駐
屯
地
司
令
（
滝
ヶ
原
）

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
長

（
高

知
）

中
部
方
面
混
成
団
副
団
長

佐
藤

文
章

一
佐

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

八
月
八
日
（
金
）
、
大
津
駐
屯
地
（
司
令
・
武
政

賢
一
・
一
陸
佐
）
は
、
駐
屯
地
夏
祭
り
の
開
催
に
伴

い
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
た
。

夏
祭
り
で
は
、
夕
方
か
ら
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
、

各
部
隊
が
披
露
し
た
江
州
音
頭
の
中
か
ら
、
第
四
陸

曹
教
育
隊
共
通
教
育
中
隊
が
見
事
優
勝
し
た
。

そ
の
後
、
大
津
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
び
わ
湖
大

花
火
大
会
」
を
観
覧
し
、
訪
れ
た
二
一
〇
〇
名
の
来

場
者
は
、
途
中
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
び
わ

湖
の
湖
面
を
彩
る
鮮
や
か
な
花
火
に
大
き
な
歓
声
を

あ
げ
、
隊
員
と
夏
の
ひ
と
と
き
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

九
月
六
日
（
土
）
、
故
土
手
善
夫
一
等
陸

尉
五
十
回
忌
慰
霊
祭
が
滋
賀
県
守
山
市
美
崎

自
治
会
及
び
防
衛
協
会
守
山
支
部
の
主
催
で
、

守
山
市
長
を
始
め
、
地
元
住
民
関
係
者
一
五

〇
名
が
参
列
し
、
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。

慰
霊
祭
に
は
、
駐
屯
地
司
令
始
め
、
自
衛

隊
関
係
者
も
参
列
し
、
故
土
手
一
尉
の
冥
福

を
お
祈
り
し
た
。

故
土
手
一
尉
は
昭
和
四
十
年
の
台
風
二
十

四
号
で
滋
賀
県
野
洲
川
が
氾
濫
し
、
災
害
派

遣
出
動
、
三
十
三
名
の
隊
員
を
指
揮
し
、
孤

立
し
た
住
民
を
助
け
る
た
め
、
ボ
ー
ト
で
作

業
中
の
所
転
覆
、
三
人
の
隊
員
と
と
も
に
川

に
投
げ
出
さ
れ
た
。
隊
員
三
名
は
下
流
で
救

出
さ
れ
た
が
、
土
手
一
尉
は
、
転
落
防
止
の

た
め
体
に
巻
き
付
け
て
い
た
ロ
ー
プ
が
絡
み

そ
の
場
で
殉
職
し
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
長

増
田

樹
紀

二
佐

生
年
月
日

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
二
日

出
身
地

長
崎
県

主
要
勤
務
地

第
二
普
通
科
連
隊

（
高

田
）

第
二
十
九
普
通
科
連
隊

（
倶
知
安
）

北
部
方
面
総
監
部
装
備
部

（
札

幌
）

普
通
科
教
導
連
隊
中
隊
長

（
滝
ヶ
原
）

富
士
学
校

（
富

士
）

富
士
教
導
団
本
部

（
富

士
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富

士
）

第
十
特
科
連
隊
付

（
豊

川
）

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

（
豊

川
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富

士
）

第
三
十
五
普
通
科
連
隊
副
連
隊
長

（
守

山
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル


